
特　集

助けあいの“芽吹き”とこれから。

種はやがて芽を出し、
大きな花を咲かせ、
花はまた新たな種となる。

種をまかなきゃ、芽は出ない。
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助
け
あ
い
の
〝
芽
吹
き
〟
と
こ
れ
か
ら
。

平成28年度「いこいの里福祉大学院」
寺本紀子氏（石川県津幡町）講演資料から抜粋

共
に
考
え
て
き
た
社
協
の
講
座

　

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
身
近
な
「
福

祉
」
に
関
す
る
法
律
や
制
度
で
は
、
現

在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
の
〝
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
〟
取
り
組
み
の
重
要

性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
暮

ら
す
岡
垣
町
の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組

み
と
は
、
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
？

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
平
成
23
年
度

か
ら
岡
垣
町
と
の
共
催
で
い
こ
い
の
里

福
祉
大
学
（
27
年
度
か
ら
は
大
学
院
）

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
社
会
の
変
化

や
国
の
方
向
性
、
全
国
の
先
進
的
な
取

り
組
み
を
伝
え
る
こ
と
で
、
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
「
岡
垣
町
の
地
域
福
祉
」
を

考
え
、
模
索
し
て
き
た
の
で
す
。

　

そ
の
学
び
は
、
自
治
区
長
会
と
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
合
同
で
行
っ

た
『
孤
独
死
・
孤
立
死
を
出
さ
な
い
見

守
り
活
動
』
な
ど
、
み
な
さ
ん
自
身
の

主
体
的
な
活
動
の
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
創
設
し
た
「
ご

近
所
助
け
あ
い
モ
デ
ル
事
業
」
は
、
み

な
さ
ん
の
日
常
生
活
に
身
近
な
場
所
で

新
た
な
助
け
あ
い
を
生
ん
で
い
ま
す
。

既
に
あ
っ
た
貴
重
な
資
源

　

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
蒔
い
た
種
に
、

み
な
さ
ん
が
水
を
与
え
て
大
切
に
育
て
、

花
を
咲
か
せ
て
く
れ
た
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
事
業
を
進
め
て
い
く
ご
と
に
、
す

で
に
地
域
で
営
ま
れ
て
い
た
助
け
あ
い

や
貴
重
な
人
材
、
新
し
い
発
想
な
ど
、

地
域
に
は
〝
宝
物
〟
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
い
た
の
で
す
。

　

今
年
度
の
講
座
で
お
招
き
し
た
寺
本

紀
子
さ
ん
（
石
川
県
津
幡
町
）
は
、
地

域
で
の
助
け
あ
い
の
充
実
の
た
め
に
は

①
あ
る
も
の
を
利
用
、
②
あ
る
も
の
を

改
良
、③
埋
も
れ
て
い
る
も
の
を
発
掘
、

④
な
い
も
の
は
創
る
と
い
う
考
え
方
を

残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
こ
そ
「
地
域

を
知
る
」
こ
と
が
必
要
で
す
。
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世代や立場をこえた話し合いの場は

新たな気づきと笑顔にあふれていた

小さな芽、一緒に育ててみませんか？助けあ
いの

　地域での助けあいについて自由に意見やアイディアを交換しながら、
それらを具体的に実現し、動き出すための「話し合いの場」をつくります。
これまで地域での助けあいに取り組んできた人も、参加したことがない
人も、いっしょに意見を出しあってみませんか？町と社会福祉協議会が
お手伝いします！

開始時期：５月頃から随時
※詳しくは広報おかがき４月25日号をご覧ください。

学
び
か
ら
動
き
へ
の
転
換

　

地
域
を
知
る
た
め
に
は
、
２
つ
の
入

口
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
め
は
、「
目
の
前
で
困
っ
て
い

る
人
の
悩
み
を
通
し
て
地
域
を
知
る
」

と
い
う
入
り
口
で
す
。
例
え
ば
、
あ
る

地
域
で
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
女
性
が

一
人
い
る
と
し
ま
す
。
そ
の
悩
み
を
知

り
、
地
域
内
の
子
育
て
世
代
に
声
を
か

け
て
み
る
と
、「
子
育
て
に
悩
ん
で
い

る
人
が
多
い
」
と
い
う
地
域
の
姿
が
見

え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

２
つ
め
は
、「
直
接
地
域
を
知
る
」

と
い
う
入
り
口
で
す
。
そ
の
地
域
の
ど

こ
に
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
、
ど
ん
な
人

が
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
実
態
か
ら
見

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
必
要

な
入
り
口
で
あ
り
、
大
切
な
の
は
「
地

域
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

２
月
と
３
月
に
開
催
し
た
地
域
福
祉

計
画
の
策
定
に
と
も
な
う
「
住
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
世
代
や
立
場
を

越
え
て
意
見
を
出
し
あ
え
る
グ
ル
ー
プ

を
編
成
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
予
想
を

上
回
る
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、「
子
育

て
世
代
と
高
齢
者
の
交
流
の
場
づ
く
り
」

や
「
事
業
所
と
地
域
が
協
力
し
た
イ
ベ

ン
ト
」
な
ど
、
垣
根
を
越
え
た
前
向
き

な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
い
ろ
ん
な

人
と
つ
な
が
り
た
い
」「
話
し
合
い
の

場
を
続
け
た
い
」
と
い
う
声
で
し
た
。

－3－



あなたはポイントの交換を、する？しない？

ポイントを
交換する！

ポイントを
交換しない

ポイント交換の
申請をしましょう

現在の手帳を
続けて使いましょう

■提出先
　岡垣町社会福祉協議会
■提出物
　①ポイント手帳
　②ポイント交換申出書

※2000ポイントの交換を
　申請し､500ポイントを
　繰り越した新しい手帳
　をお渡しします。

※2500ポイントたまった
　状態のポイント手帳を
　そのまま使い続けてく
　ださい。申請不要です。

岡垣町役場から
引換券が届きます
※�岡垣町の特産品または商工会商品券のどちらを選ぶかに
よって、引換時期や引換場所が異なります。ご自宅に届い
た引換券をよく読み、間違いのないように注意しましょう！

囲碁B級の部
優勝
　江崎　義憲
準優勝
　中村　寛
三位
　濵中　吉夫

囲碁C級の部
優勝
　原田　英敏
準優勝
　吉村　武憲
三位
　池田　壽喜

将棋の部
優勝
　廣渡　嘉之
準優勝
　田島　　隆
三位
　金子　健壽

ふ
く
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
　
交
換
申
請

①
②

ポイントを交換するか、
または翌年に繰り越す
かは自由です。
※�交換する場合は､ 900
ポイントまで、しな
い場合は5000ポイン
トまで繰り越せます。

ポイント交換の申請は、
４月１日から５月31日
までの間に、岡垣町社
会福祉協議会へ。

☎283-2940
（担当：地域福祉係）

ポイント手帳に2500ポイントためました！
たとえば…

　

昨
年
の
10
月
か
ら
、
町
や
社
会
福
祉

協
議
会
が
催
す
事
業
や
、
町
内
の
福
祉

施
設
で
の
交
流
事
業
な
ど
に
参
加
す
る

と
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
「
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

し
、登
録
者
は
500
名
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
１
月
ま
で
の
集
計
で
は
、
町

か
ら
指
定
を
受
け
た
34
の
団
体
や
事
業

所
等
が
約
600
件
の
活
動
で
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
延
べ
４
，０
０
０

人
が
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

集
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
商
工
会
の
商

品
券
ま
た
は
町
の
特
産
品
と
交
換
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
交
換
す
る
場
合

は
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
に
社

会
福
祉
協
議
会
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

登
録
者
に
は
、
自
宅
へ
「
ポ
イ
ン
ト

交
換
申
出
書
」
を
発
送
し
ま
し
た
。
書

類
に
記
入
の
う
え
、
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を

添
え
て
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　

登
録
は
、
今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
な
た
も
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お早めに
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天
皇
誕
生
日
「
御ご

か

し
下
賜
金き

ん

」
を
拝
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

社
会
福
祉
法
人
は
ま
ゆ
う
福
祉
会

こんな取り組みをしています！

「はまゆう福祉会」
　はまゆう福祉会は、遠賀郡４町の精神障が

いをもつ方の拠点として、社会的自立を目的

とした施設(就労継続支援Ｂ型、就労移行支援、

自立訓練(生活訓練)、地域活動支援センター、

グループホーム)の運営を行うことで、安心し

て日常生活を送れるようサポートしています。

　また、家族支援事業を通して、「精神障が

いをもつ方とその家族に対する理解を深める

活動」や「家族を支援する活動」を行うこと

で、当事者の回復・自立を側面から応援して

います。

　【問い合わせ】
　　社会福祉法人はまゆう福祉会
　　法人本部
　　　水巻町吉田西3丁目19番11号

　　　（はまゆうサポートセンター内） 

　　　TEL 093-201-6151

総勢40名の参加のもと、囲碁は３つのパート
に分かれて対戦しました。外は、ときおり雪
も舞う中、参加者は静かなる熱戦を繰り広げ、
順位が確定するごとに歓声が上がりました。
優勝されたみなさん、おめでとうございます。

囲碁A級の部
優勝
　山﨑　龍夫
準優勝
　渡邊　秀章
三位
　石井　郁男

雪も舞う２月の、静かなる熱戦！
社協囲碁･将棋大会 2月12日（日）いこいの里

　12月23日の天皇誕生日に
際し、社会福祉事業を奨励す
るため、事業運営が優良な
民間社会福祉事業施設・団
体に対し、天皇陛下より金
員が御下賜されるものです。
※例年、各都道府県および各政令
　指定都市より１団体。

「御
ご か し

下賜金
きん

」とは？

　

は
ま
ゆ
う
福
祉
会
は
、
所
在
地
を
水

巻
町
に
お
き
、
遠
賀
郡
４
町
の
精
神
障

が
い
者
の
拠
点
施
設
と
し
て
約
30
年
に

お
よ
ぶ
功
績
が
認
め
ら
れ
、
天
皇
陛
下

よ
り
御
下
賜
金
を
受
け
ま
し
た
。

　

は
ま
ゆ
う
福
祉
会
は
、
岡
垣
町
か
ら

も
利
用
す
る
施
設
で
あ
り
、
私
た
ち
社

会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る
「
納
涼
夏

ま
つ
り
」
や
「
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
」

な
ど
で
も
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

大
堂
理
事
長
は
、「
こ
れ
ま
で
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
や
遠
賀
郡
４
町
の

支
援
・
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
み

ん
な
で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
で
す
」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

おしらせ
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◆
法
律
相
談
◆

と
　
き　

４
月
14
・
28
日
（
金
）

　
　
　
　

５
月
12
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
１
人
30
分
・
１
日
６
組
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※�

予
約
制
。
相
談
月
の
前
月
か
ら
受
け

付
け
し
ま
す
。
お
早
め
に
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
心
配
ご
と
相
談
◆

と
　
き　

４
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　

５
月
19
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

東
部
公
民
館

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
総
合
福
祉
相
談
窓
口
◆

と
　
き　

４
月
11
・
25
日
（
火
）

　
　
　
　

５
月
９
・
23
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※�

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
電
話
で
の

相
談
は
、
休
館
日
（
第
１
日
曜
日
と

毎
週
月
曜
日
）
を
除
き
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
　
　
談

香
典
返
し
寄
附

社会福祉協議会

　 283-2940

おしらせ

－№７－ずっと安心
これで

　

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
ご

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
�

（
２
月
受
付
分
ま
で
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
山
形　

哲
也　

様
（
新
海
老
津
）

　

故　

山
形
ハ
ツ
子　

様�

86
歳

○
鶴
丸
美
弥
子　

様
（
公
園
通
り
中
）

　

故　

鶴
丸　
　

貢　

様�

84
歳

○
白
水　

孝
利　

様
（
吉
木
）

　

故　

白
水
イ
ワ
ノ　

様�

92
歳

○
西
村　

順
子　

様
（
旭
南
）

　

故　

西
村　
　

正　

様�

73
歳

○
木
原　
　

功　

様
（
海
老
津
）

　

故　

木
原
フ
ミ
コ　

様�

91
歳

○
粢
田　

和
子　

様
（
南
高
陽
）

　

故　

粢
田　
　

明　

様�

92
歳

○
小
野　

和
喜　

様
（
旭
西
）

　

故　

小
野　

幸
士　

様�

92
歳

○
松
山
チ
ノ
コ　

様
（
西
高
陽
）

　

故　

松
山　
　

登　

様�

89
歳

○
岩
丸
ハ
ギ
子　

様
（
南
高
陽
）

　

故　

岩
丸　

幸
一　

様�

84
歳

○
山
形　

哲
也　

様
（
新
海
老
津
）

　

故　

山
形　

吉
信　

様�

90
歳

○
宮
内
惠
美
子　

様
（
波
津
）

　

故　

宮
内　

義
信　

様�

81
歳

寿
会
連
合
会
へ

○
木
原　
　

功　

様

○
粢
田　

和
子　

様

　遺産相続は、誰もが関わる可能性のある手続きです。
遺産には、現金や不動産などの「プラスの財産」のほ
かに、各種借入金や治療入院等の医療費未払分などの
「マイナスの財産」も含まれます。しかし、遺産の正
確な把握は、容易ではありません。残された家族が困
らないよう、もしもの時に備え、今後の生活と相続を
親子で考える時間も必要だと思われます。
　本会では、終活に関する悩みを聞き、専門職へつな
ぐお手伝いをしています。まずはご相談ください。

来年度実施予定

　元気な今だからこそ、親子でいっしょ
にあなたの家族と将来の備えについて考
えてみませんか？
※詳細は次号（５月号）でお知らせします

親子で学ぶ

終活セミナー

－6－



やってみようよ！

ボランティア
岡垣ボラ協だより
１５０　号

※ ボラ協とは「ボランティア連絡協議会」の略称です。

きれいな花に、心が癒された。

大村  廣子さん（ひまわりの会に入会）

すでに入会していた調理ボランティアの
活動でいこいの里に来る度に、いつもき
れいな花を見て、心が癒されていました。
そんな時、手にとった社協だよりに載っ
ていた「ひまわりの会」が花を育ててく
ださっていることを知り、私も入会して
一緒に活動したいと思ったことがきっか
けです。
主人にも相談してみると、
会の代表は同じ調理ボラ
ンティアの仲間だという
ことがわかり、さっそく
入会の意思を伝えると、
こころよく歓迎してくれ
て嬉しかったです。
もともと花を育てること
が好きでしたが、色んな
ことを教えてもらいなが
ら一緒に活動する楽しさ
を感じています。

何か自分にできることをしたいと思っていた時、声をかけてくれた。

藤岡  君子さん（ふれあいの会に入会）※写真右

これから年を重ねて自分が誰かのお世話になる前に、今なら私にも
何かできることがあるんじゃないか…と思っていました。そんな時
知人の川﨑さんから声をかけてもらい、「岡垣町に住んで何十年。
町にずっとお世話になったから、恩返しのつもりでボランティアを
している」という言葉に感銘を受けて入会しました。
個人的な助けあいと、会に入ってみんなと一緒にする活動は、また
違った楽しみがあります。車いす介助をして、笑顔になってくれる
様子を見られることが、今のいちばんの喜びです。

やってみました！

  ボランティア
誰だって、新しく何かを始めるときは
ちょっと勇気がいるものです。
そんな時、自分から一歩踏み出せたら。
誰かがそっと、背中を押してくれたら。
今年度、新たにボラ協の団体に入った
“新人さん”にききました。

１
年
の
終
わ
り
は
、
新
た
な
１
年
の
始
ま
り
！

み
ん
な

や
っ
て
み
よ
う
よ
！

　

今
年
度
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
１
年

が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
協
に
所
属
す
る
７
団
体
（
岡
垣

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
、
岡
垣
手
話

の
会
、
ひ
ま
わ
り
の
会
、
ふ
れ
あ
い
の

会
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
あ

み
も
の
の
会
、
囲
碁
・
将
棋
の
会
）
は
、

各
会
の
活
動
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
社

協
事
業
や
ま
つ
り
岡
垣
な
ど
に
は
協
力

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

も
始
ま
り
、
今
後
さ
ら
に
い
ろ
ん
な
世

代
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
も
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

１
年
の
終
わ
り
は
、
ま
た
新
た
な
１

年
の
始
ま
り
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し

い
年
度
も
、
み
ん
な
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
事
務
局
長
：
門
司　

憲
一
）
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編
集
後
記

　

右
目
の
調
子
が
悪
く
、１
週
間
ほ
ど
眼

帯
を
し
て
生
活
し
ま
し
た
。

　
「
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
高
を
く
く
っ
て

い
ま
し
た
が
、
何
気
な
い
ほ
ん
の
小
さ
な

動
作
に
も
、
微
妙
な
ズ
レ
や
戸
惑
い
が
生

じ
ま
し
た
。

　

当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
、
そ
う
で
は

な
く
な
る
と
、そ
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め

て
実
感
す
る
も
の
で
す
。

　

心
と
体
は
、切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
ね
。
ど
ち
ら
も
大
切
に
、
ま
た
新
た

な
１
年
の
始
ま
り
で
あ
る
４
月
を
迎
え
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
田
之
上
）

「岡垣コミュニティバスふれあい」の運行時刻が変わります。

ＪＲ九州のダイヤ改正にともない、「岡垣コミュニティバスふれあい」の運行時刻も変更されました。
時には運転の手を少し休めて、バスの座席から眺める景色を楽しんでみませんか。
いこいの里へお越しの際は、どうぞコミュニティバスもご活用ください。

■赤色の時刻は、土日 ･祝日は運休です。

■運賃は、以下の通りです。
　・おとな　１５０円（中学生以上）
　・こども　　８０円（小学生以下、
　　　　　　　　　　　障がいのある人）
　※未就学児は、保護者が同伴するときは
　　２人まで無料です。

時 分
9 04 05 34 35

10 18 54
11 08
12 04 05 23 26
13 43 59
14 28
15 04 19 32 34 56
16 17 38
17 02 04 26
18 18 19 29 44 47
19 17

変更前 変更後

■問い合わせ　
　岡垣町社会福祉協議会
　遠賀郡岡垣町大字高倉598番地1
　☎093-283-2940
　ホームページ http://www.okagaki-syakyo.jp

募集職種　一般事務 １人

募集対象　昭和37年4月2日から

　　　　　平成11年4月1日までに生まれた人

　　　　　※要普通自動車免許
試験日程　平成29年４月18日（火）

試験会場　おかがき総合福祉保健センター

　　　　　いこいの里

試験内容　作文、職場適応性検査、面接

募集期間　平成29年３月25日（土）から

　　　　　４月12日（水）まで

申込方法　募集期間内に本会窓口にある申込

　　　　　書を本会へ提出（ホームページか

　　　　　らダウンロード可）

※詳しくはホームページをご覧ください。

【募集要項】

時 分
9 21 33 45 56

10 14 44 56
11
12 05 11 14 17
13 54
14 28 29
15 03 19 31 34
16 24 51
17 19 23 35 51 54
18 20 47
19 16

変更 /平成29年３月４日から

地域を笑顔にするしごとです！

岡垣町社会福祉協議会 嘱託職員募集

－8－
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